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[報告 3]  

お茶と茶器と家具が調和したお茶の里づくり―星野村 
末崎照男（前 JAふくおか八女副組合長） 

私はＪＡを退任して 3 年弱

になるが、ＪＡという組織は

たいへん素晴らしく、存在価

値も非常に大きいと思ってい

る。地域からの期待も大きい

が、ＪＡの販売高の減少、農

業農村の所得の減少、農村の

高齢化といったことを考えると、やはりここでＪＡ

はなんとかアクションを起こしていくべきだろう。

そうしなければ、農村、農家、農業は急速に衰退し

ていくし、ＪＡ離れも加速するのではないかと思っ

ている。 

お茶産業を中心とした星野村の経済 

今日は、ＪＡ八女のなかの星野村地域について少

しご紹介したい。星野村は非常に歴史が古く、鎌倉

時代には紀州の熊野神社からのすすめにより室山神

社ができたり、奈良時代には大宰府観世音寺の末寺

ということで大円寺ができたり、江戸時代に金山が

発掘されたと古い書物に記録が残ったりしている。 

お茶については、明治後期に末崎喜一氏と田中忠

太氏という方が京都の宇治に行き、お茶の生産や製

造を学んで星野村に広めたと言われている。 

大正のはじめには金山が復活。また山林が多かっ

たので木材産業などで栄えてきたが、その後、金山

が閉山になり、山林も衰退し、唯一お茶だけが残っ

た。 

行政は早くからお茶を中心とした観光事業に力を

入れ、ふるさと創生一億円事業などを利用しながら、

お茶の文化館、星野文化館などの建設や宿泊施設の

整備などを行なってきた。 

ＪＡは昭和 42 年に開催されたお茶の全国大会を

契機として栽培、販売に取り組み、特に販売では玉

露を中心とした 2 次加工をやりながら全国展開をし

てきた。 

村内には、お茶に関連した産業がいくつかある。

一つは星野民芸という会社で、民芸品というよりも

茶棚や茶だんす、テーブルなど、お茶に関連した家

具を製造販売している。竹内さんという方が、サク

ラやケヤキの木にこだわって、木目を利用した斬新

なデザインで、クギを 1 本も使わずにつくりあげる。

非常に素晴らしい家具だ。天皇陛下が大宰府にお越

しになったときに、彼のテーブルやイスが採用され

た。販売も全国展開をしている。 

もう一つは、湯呑や茶壺など生産している窯元が

三つある。このなかの山本源太さんという窯元はつ

くり方が独特で、古くなったお茶の木を農家から買

い取り、焼却して灰にして、それを釉薬としてつか

っている。そうやってつくられた湯呑みは、お茶を

注いで夕日にあてるとお茶の色が金色に変わる。

「夕日焼」という名前をつけて製造販売している。 

また、当然、お茶の産地なので、星野製茶園、木

屋芳友園といった大きな問屋がある。この問屋も非

常に優秀で、特に星野製茶園 2 代目の山口信也さん

という方については、後ほど改めてご紹介したい。 

つまり、星野村はお茶を中心として、行政があり、

ＪＡがあり、民間の企業も会社も、問屋も生産者も

ある。お茶を中心に経済が動いているところだ。 

地域活性化に向けたさまざまな動き 

近年では、平和公園が開設された。第 2 次大戦の

とき、原爆が落ちたあとの広島に行った方が、そこ

の火を持ち帰り、自宅のかまどで「怨念の火」とし

て延々と燃やし続けてきた。行政に寄贈されたその

火を中心に公園がつくられ、女優の吉永さゆりさん

が火の前で歌ったり朗読をされたりした。 
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また、星野村は非常に山奥で、棚田が多い。一番

大きいので 425 段というものもあり、棚田 100 選に

も選ばれている。そういったことも含め、環境が非

常によいということで「日本でもっとも美しい村」

の一つとして認定を受け、観光事業にも力を入れて

いる。現在は年間 20～30 万の人が星野村を訪れて

いる。 

一昨年には、地元の材木問屋の足達透さんという

方が星野花公園を開設している。彼の会社は磨いた

丸太を中心に販売しているが、少し変わった商売を

していて、林業家から材木を買うときには、基本的

に山ごと買う。そして伐採をして、そのあとに植林

をしている。そんななかで、たまたま星野村の中心

地の一番景色のいいところを 9ha くらい買い付け、

伐採したあとにシャクナゲを約 9,000 本植えた。春

はそのシャクナゲが咲き、秋にはダリアやコスモス

を植え付けて、一般に公開し、観光事業の一環をに

なっている。 

もう一つの動きとして、今、山の上のほうまで開

墾して花木を生産している。低木のツツジやアセビ、

ブルーベリーなどを、植え付けて 2 年くらいで土ご

と販売している。当然、これらを販売していくとき

には、高さ 50cm 幅 30cm といった規格がある。規格

外についてはほとんどが焼却処分されたりしている

が、そのなかでブルーベリーだけは少し違う。 

ブルーベリーも 2～3 年で出荷されるが、規格外

についてはまた別の圃場に植え付ける。そして、伸

びたものを生け花の材として出荷する。ところがこ

れも、枝ぶりの悪いものは出荷できない。そういう

ものはそのままにしておくと、今度は実がなる。6

月を過ぎるとどんどん成熟して、最初は生食用とし

て出荷される。しばらくして単価が下がってくると、

残りの実をとれるだけとって冷凍する。最後に取り

きれなくなった実は、放置する。ミカンやカキなど

の一般落葉果樹は、実をつけたまま放置すると樹勢

が落ちる。しかしブルーベリーは、特性として放置

しても樹勢が落ちないので、まったく手間がかから

ないという利点がある。 

冷凍加工したブルーベリーの実は、ジャムやケー

キ、それからワインなどの材料にする。立花町に行

政とＪＡが半分ずつ出資した第 3 セクターのワイン

工場があり、ここで加工しながら販売している。ブ

ルーベリーについては、現在、ＪＡにブルーベリー

研究会が立ち上がっている。 

 

地域におけるＪＡの役割、ＪＡの対応 

地域の人々の願いはやはり、安心して豊かな暮ら

しをすること。これが基本だ。つまり、ある程度経

済が成り立たなければならない。そのためには、規

模拡大をして農業振興するのも一つの方法だろうし、

新しい作物を導入して経済を潤すという方法もある。 

それに加えてもう一つ、どの地区にもその地域に

合った特産品があり、それをもう一度、見直す必要

があるのではないかと思っている。 

たとえば八女には、天皇杯を受賞した作物がいく

つもある。しかし、合併当時に 320 億円ほどあった

販売高が、現在は 250 億円くらいになっている。も

う一度、原点に返って特産品を見直す時期に来てい

るのではないか。生産者は生産者の立場で、基本的

な生産の仕方、栽培の仕方を見直して、もう一度、

素晴らしい商品をつくりだす。ＪＡはＪＡで販売の

あり方を再構築していく必要がある。 

今はどこでも 6 次産業化が進んでいるが、基本は

その地域にある特産品を中心とするべきではないか

と思う。特産品とは、その地区の長い伝統と文化と

歴史と先輩たちがつくりあげてきたものだ。 

今、村のなかの一つの動きとして、農家が自分で

お茶を 2 次加工して、消費者に直販する傾向が出て

きている。そのこと自体を否定するわけではないが、

そこにはいろいろな課題があり、それをクリアしな

いと不幸な結果になるだろう。直販では、消費者は

安心で安全で安くてうまいものを求めている。とこ

ろがお茶の場合、2 次加工の技術、保管技術によっ

ては、新茶はたしかにうまかったが、夏場を過ぎて

秋口になったらまずくなるということもある。それ

では成功しない。こういったところで、ＪＡの対応

が一つのポイントになると考えている。 

お茶の場合、まず 1 次加工では、どこを基準にし

て乾燥（火入れ）をするかが大切だ。お茶の本体を

中心に火入れをすると、茎に早く火が入って壊れて

しまう。逆に茎に焦点を合わせて火入れをすると、

本体に十分に火が通らないことがある。そのため、
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最初にきっちりお茶の本体と茎と粉を分離しながら

加工していく。そして、できあがったものをブレン

ドするとよい商品ができ上がる。こういうことをき

っちりと指導することが必要だ。 

もう一つは保管技術。1 回に、200 キロ、300 キ

ロ、500 キロと加工していき、それを真空にして冷

凍するが、2 キロなり 5 キロの単位で小分けしてき

ちんと保管させる。そして、必要に応じてそれを製

品化し、販売していく。こうすれば、年間を通じて

おいしい商品を消費者に届けることができる。こう

いったことを誰が指導していくのか。 

ふくおか八女は、自己完結型ＪＡをめざすという

理念を掲げて合併した。当初は市場や連合会からか

なりバッシングがあったが、今までのようにただ出

荷するだけではなくて、たとえば市場と契約取引な

り相対取引なり、買取まで含めてきっちりと話し合

いをしながらすすめる。そのように理解を得ながら

やってきた経過がある。 

法人の問題についても、ＪＡ離れを懸念するだけ

でなく、法人とＪＡがきっちりと向き合い、話し合

って、ＪＡができることはＪＡが手伝い、法人でで

きることは法人でやっていただくというふうに住み

分けをすれば、信頼関係を築くことは可能だ。 

生産者が消費者に直販するとなると、当然、ＪＡ

の利用率は落ちる。しかしそれはそれできっちりと

整理をして、ではＪＡはどう対応するかを考える。

売り場の提供や代金の振り込みはＪＡを通してやっ

てもらうなり、話し合えば対応は可能だ。6 次産業

化に対しても、ＪＡがきっちり指導していくべきだ

と思っている。 

地域の人材の掘り起こしとプロの育成 

農業振興なり特産品の再構築なり 6 次産業なり、

そういったことを進め地域を活性化していくために、

最も重要なのはやはり人材だ。今村先生がよく、

「ＪＡ、あるいは農業・農村ほど、人材を必要とす

るところはない」と言われるが、その通りだと思う。 

実際、地域に人材はいないのかというと、そんな

ことはない。どの地域にも、名人、達人と呼ばれる

人はいる。 

先ほど紹介した星野民芸の竹内さんがつくる独特

の家具は、若干値段は高いが、それだけ価値のある、

ほかの人が真似できない商品づくりをしている。同

じく窯元の山本源太さんの夕日焼も他の人とは違う

本物のものづくりをしている。 

それから、同じく先ほどご紹介した星野製茶園の

二代目、山口真也さんという方。彼は今年で 34 歳

になるが、お茶の鑑定の 10 段を取得している。お

茶の鑑定の 10 段というのは、全国に 3 名しかいな

い。彼は 3 年連続で日本一になっていて、どういう

ことかというと、鹿児島、宮崎、熊本、福岡、静岡、

京都など、主産県別のすべてのお茶の品種の鑑定で、

3 年連続で満点を取っているのだ。 

私も県別くらいはだいたい見分けられるのだが、

さらにその品種まで見分けるのは非常に難しい。彼

にどうやって見分けるのかを聞くと、「風の匂いと

音楽ですよ」と言う。私は、まさしくこれがプロだ

と思う。地元にいるそういう材をきっちり掘り起こ

すことが重要だ。 

また、組合員のなかにも、お茶づくりの名人、ナ

スづくりの名人といった、「あの人がつくったもの

はうまい」、あるいは「あの人はよくとれる」とい

う方がいる。それから、漬物のプロと言われるよう

なおばあちゃん。そういう方を掘り起こす。 

残念ながら昨年亡くなられたが、八女に立石安範

さんというお茶づくり名人がいた。玉露の一番の大

敵は晩霜だが、彼は「晩霜は天災じゃない、人災だ」

と言っていた。「それは必ず防げにゃいかんとよ」

と。 

彼の家では居間の窓の外に温度計を下げており、

それを見ながら、たとえば夜の 10 時に温度が 12 度

になった。そうすると霜が降りることが予想される

ので、防霜ファンがまわっているかどうかを確認し

に行く。10 度になれば、さらに寒冷紗を張る。8 度

になれば、次の朝 4 時ごろに起きて、玉露園の横で

火を燃やし、空気を対流させて防ぐ。6 度に下がれ

ば、翌朝は完全に凍るだろう。すると彼は、防霜フ

ァンを回し、寒冷紗を被せ、火を燃やし、なおかつ

日が照ってくるまで井戸水をかける。「そうすれば

だいたい防げますよ」と言う。それができるのがお

茶づくりのプロだ。こういう人たちをＪＡがもう一

度、きっちりと掘り起こす必要がある。 
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それから、最後にＪＡの職員。たとえば営農指導

員についても、「今はもう専業農家の技術のほうが

上だから、営農指導員は手助けをすればいい」と言

う幹部職員もいるが、とんでもないことだ。営農指

導員というバッジをつけている以上は、すべて詳し

くプロでなければいけない。 

たとえばどういうところがプロであるかというと、

お茶の場合、生産者は生葉の生産まではだいたいで

きる。その次の一次加工がポイントで、ここでいか

に指導できるか。 

そろそろ新茶がはじまるが、工場がまわりはじめ

たら生産者はすぐにそのお茶をサンプルとしてＪＡ

に持ってくる。私たちは、20～30 の工場の製品す

べてを試験、審査する。茶葉を 5 グラムずつ湯呑に

入れ、沸騰したお湯を注ぎ、3 分間放置する。数人

の指導員が、そうして開いた茶葉のにおいをかいで、

発酵や、薬種、油のにおいなどがないか判断する。

きっちりと異臭を見つけ出し、なるべく早く工場に

知らせてやらなければ、商品価値のない商品がたく

さんできてしまうことになる。 

匂いで判断するため、当然、個人差は出るが、異

臭を多く見つけられる指導員はにおいのかぎ方がう

まい。これができるかできないかが、プロかそうで

ないかの差だと思っている。こういったことをしっ

かりできるプロを育成し、生産指導していく。そう

いうことが大切だ。 

それからもう一つは、販売担当者。お茶の場合、

同じ製品でも地域によって売れ筋商品は違う。たと

えば埼玉ではほうじ茶に近いお茶のほうがよく売れ

る。山梨では、生のお茶がよく売れるし、山陰では

甘みのあるものがよく売れる。関西はやはり関西ら

しく、きっちりとかたちよく、味もいい、香りもい

い、そういうお茶しか売れない。 

そういった地域々々の嗜好を見極めて販売する。

それが販売のプロだ。もちろん販売のテクニックも

必要だが、そういったことをきっちり認識して販売

できるプロを育てることが必要ではないかと思って

いる。 

ＪＡは地域からの信頼がある。地域のことを最も

よく知っているのもＪＡだ。個人々々の経営内容ま

で見極めているし、人間関係も把握している。地域

おこし、村おこし、農業振興、こういったことは基

本的にＪＡがやるべきだ。そうすれば、農村、農業、

ＪＡもまだまだ発展できるのではないかと私は思っ

ている。 
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